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■ 組織の概要 

１．事業者名及び代表者  

事業者：新日本カレンダー株式会社 代表取締役社長 宮﨑 安弘 

代表者：新日本カレンダー株式会社 専務取締役 三田工場長 奥村 豊 

２．所在地  

本社   ：大阪府大阪市東成区中道３丁目８番１１号 

東京支店 ：東京都千代田区神田神保町３－７－１ ニュー九段ビル８F 

九州支店 ：福岡県福岡市博多区店屋町７番７号 

名古屋支店：愛知県名古屋市中区栄２丁目１１番７号 伏見大島ビル２F 

三田工場 ：兵庫県三田市テクノパーク５－９ 

鹿児島配送センター     ：鹿児島県鹿児島市小山田町６４９６番地 

北関東カレンダー物流センター：栃木県真岡市久下田８０３番地１ 

丸亀商品センター      ：香川県丸亀市前塩屋町１丁目２－２７ 

３．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先（三田工場及び配送センター） 

代表者・責任者 工場長：奥村 豊  ＴＥＬ：079-568-3344 

担当者：髙田 真由美（日表課） 西川 英利（生産管理課） 岡 達也（商品管理課） 

鹿児島配送センター  ：末吉 孝美 ＴＥＬ：099-238-5856 

北関東ｶﾚﾝﾀﾞｰ物流ｾﾝﾀｰ ：石川 裕紀 ＴＥＬ：0285-73-1610 

丸亀商品センター   ：田中 正樹 ＴＥＬ：0877-58-3725 

４．事業概要  

本社：カレンダー・団扇・扇子・学習帳及び販促ツールの企画・営業活動拠点 

   ペット用品通信販売の企画・営業活動拠点 

   動物病院向け医療用消耗品及び医療機器の販売・ペット共生型有料老人ホームの経営 

東京支店・九州支店・名古屋支店： 

カレンダー・団扇扇子・学習帳及び販促ツールの営業活動及び出荷拠点 

三田工場・鹿児島配送センター・北関東カレンダー物流センター： 

カレンダー・団扇・扇子及び学習帳等の紙製品の製造及び出荷、 

ペット用品通信販売の出荷 

丸亀商品センター：ペット用品通信販売の出荷拠点 
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５．事業の規模（三田工場及び配送センター） 

拠点 製品出荷額 従業員 延べ床面積 

三田工場 
62 億円/年  

（2005 年：62 億円/年） 

123 名 
（内協力事業者 2 社 16 名） 

17,054 ㎡ 

鹿児島配送センタ

ー 
三田計上分に含む 5 名 1,373 ㎡ 

北関東カレンダー 

物流センター 
三田計上分に含む 

8 名 
（内協力事業者 2 社 6 名） 

3,121 ㎡ 

丸亀商品センター 三田計上分に含む 4 名 1,568 ㎡ 

 

６．環境管理体制と役割  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．認証・登録の対象組織・活動  

   登録事業者名：新日本カレンダー株式会社 

   対象事業所：三田工場、鹿児島配送センター、北関東カレンダー物流センター、 

丸亀商品センター 

         （本社・東京支店・九州支店・名古屋支店） 

活動：カレンダー・団扇・扇子及び学習帳等の紙製品の製造及び出荷、 

ペット用品通信販売の出荷 

鹿児島配送センター・北関東カレンダー物流センターが 2011 年三田工場更新審

査時に拡大認証・登録済み。本社・東京支店・九州支店・名古屋支店・丸亀商品セ

ンターも 2012 年 9 月に認証・登録し、全事業所における認証・登録が完了。 

丸亀商品センターについては、対象事業所の業務内容統一を図るため、2019 年度

より本社管轄から三田管轄へ変更。 

　　　

・環境管理責任者と部門長間の計画立案・実施・進捗管理の取りまとめを行う

・環境管理責任者の運営サポート全面的に行う

・リーダーは環境管理責任者と環境目標・環境活動実施計画書の原案作成を共同作成する

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・『環境関連法規制等チェックリスト』の作成

・環境目標・環境活動実施計画書の作成、実績集計
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営システムを構築し、実施し、管理

・法規制等の要求事項登録簿、環境活動実施計画書を承認

・環境活動レポートの作成と公表

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な

人、設備、費用、時間、技術者を用意
・環境方針の策定・見直し及び従業員へ周知

・代表者による全体の評価と見直しを実施

代表者
三田工場長 奥村 豊

環境管理事務局
生産管理課 西川 英利
日表課 髙田 真由美
商品管理課 岡 達也

環境管理責任者
三田工場長 奥村 豊

鹿児島配送
センター

北関東      
物流    

EA21三田運用                
三田工場長 奥村 豊

協力事業者
三田工場 2社
・竹内日表 ・柳原印刷所

北関東      物流    2社
・㈱C-NEXT ・㈱新日本ピーアール 東京支店

名古屋支店

九州支店

本社

２０１２年度認証取得

商品管理部 生産管理部 総務担当 ペピイ名入加工部

丸亀商品    

・環境方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

・ 決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・電気・ガス・水道の使用量削減を常に意識し削減を実行する
・一般ゴミ削減の実現に向けて、決定事項の遵守と改善へ取り組む
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■ 環境経営方針 

 

  環境保全が経営・工場運営の重要課題である事を踏まえ、環境経営システムを 

構築・運用し、三田工場及び配送センター一丸となって自主的・積極的に環境保全 

活動に取組みます。 

  三田工場及び配送センターのカレンダー・団扇・扇子及び紙製品の製造及び出荷、 

ペット用品通信販売の出荷の事業活動における環境負荷低減の為、行動指針を次の 

ように定めます。 

 

＜環境保全への行動指針＞ 

１． 環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。 

２． 以下について具体的な環境目標を定め、実施計画を立てて、継続的改善に 

努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三田工場及び配送センターで働く全ての従業員にこの環境方針を周知します。 

 

２００６年１０月１６日制定  

（２０２３年７月１日改定） 

                     専務取締役  三田工場長  奥 村  豊 

 

 

① カーボンニュートラル社会実現を目指した、 

二酸化炭素排出量の削減 

② SDGs と関連付けを持たせた環境活動の実践 

③ 環境に配慮した製品の開発・生産と設備増強 

④ 廃棄物等の発生抑制と分別排出による再資源化の促進 

⑤ 省資源化の推進（含む節水） 

⑥ 社外の環境保全、啓蒙活動への積極的な参画 
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■ 環境経営計画に基づく取組内容と評価 

評価基準：○予定していた取組を実施し結果を出せた 

△取組は十分行ったが実績には繋がらなかった、✕取組も実績も不十分だった 

環境経営方針 環境経営目標 
評

価 
SDGｓ取組 

二酸化炭素排出量 

の削減 

電力の削減 △ 
 

ガソリン・軽油・灯油の削減 ○ 
 

環境配慮型製品の

開発・生産と 

設備増強 

再生材料使用品のアイテム増 
（用紙、団扇骨、エコ製本） 

○ 
 

その他（紙リング製本、SDGs 製

品） 
○ 

 

廃棄物等の排出抑

制と分別による 

再資源化促進 

一般廃棄物の削減 △ 
 

産業廃棄物の削減と有価物化 ○ 
 

有価物の増加抑制 △ 
 

省資源 

節水 ○ 
 

コピー紙使用枚数削減 ○ 
 

社外環境保全、 

啓蒙活動への 

積極的な参画 

社外環境ボランティア活動へ

の参画 
○ 

 

テクノ会環境保全委員会への

積極的参加 
○ 

 

その他 

環境法令の順守 ○ 
 

環境知識・意識の向上 ○ 
 

 

化学物質の管理 ○  
 

有機溶剤の削減 ○  

包装の簡素化 ○  

周辺環境整備 ○ 
 

環境関連設備の改善 ○ 
 

事故・災害への準備と訓練 ○  

内部監査の実施 ○  
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■ 環境経営目標と取組実績・評価 

基準年：三田 2005 年、鹿児島・栃木 2010 年、丸亀 2011 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

実績 目標 実績 目標 目標 目標

三田 648,852 283,004 307,918 314,476 × 302,528 299,728 296,228

鹿児島 21,785 11,428 11,235 12,047 × 10,799 10,610 10,393

栃木 32,800 58,527 44,424 42,787 ○ 40,705 40,623 40,206

丸亀 6,796 4,451 6,160 5,633 ○ 5,886 5,829 5,715

合計 710,233 357,410 369,737 374,944 × 359,918 356,791 352,543

三田 1,401,073 872,113 863,392 882,139 × 848,000 840,000 830,000

鹿児島 33,262 21,112 20,958 22,909 × 19,648 19,500 19,000

栃木 93,898 111,486 106,322 102,223 ○ 97,190 97,000 96,000

丸亀 14,580 10,567 10,500 10,633 × 10,100 10,000 9,800

合計 1,542,813 1,015,278 1,001,171 1,017,904 × 974,938 966,500 954,800

三田 5,222 2,445 2,441 2,440 ○ 2,440 2,440 2,440

鹿児島 2,626 564 580 560 ○ 640 600 600

栃木 417 95 38 69 △ 76 75 75

丸亀 150 60 80 40 ○ 60 60 60

合計 8,415 3,164 3,139 3,109 ○ 3,216 3,175 3,175

軽油給油量の削減
（ℓ）

鹿児島 481 300 294 298 △ 292 280 280

再生材料使用

アイテム増

「団扇骨」（本）
三田

527,543
(非再生G骨

25,900)

267,961
(非再生G骨

6,000)

全数ｴｺﾏｰｸへ

235,659
(非再生G骨

20,500)

△ 全数ｴｺﾏｰｸへ 全数ｴｺﾏｰｸへ 全数ｴｺﾏｰｸへ

環境対応アイテム増

「環境対応用紙」（点）
全社 102 21 前年度維持 19 △ 前年度維持 前年度維持 前年度維持

再生材料使用

アイテム増

「ﾎﾟｯﾄﾒﾙﾄ製本」（点）

全社 34 186 190 190 ○ 180 190 190

その他

「卓上紙ﾘﾝｸﾞ製本」（点）
全社 0 採用継続 採用継続 5 ○ 採用継続 採用継続 採用継続

三田 8.62 1.58 1.51 1.70 × 1.55 1.40 1.35

鹿児島 0.73 0.31 0.31 0.32 × 0.32 0.30 0.29

栃木 0.07 0.07 0.07 0.08 × 0.08 0.08 0.08

丸亀 0.44 0.10 0.23 0.07 ○ 0.07 0.07 0.07

合計 9.86 2.07 2.13 2.16 × 2.02 1.85 1.79

三田 244.88 18.09 18.90 20.15 × 18.60 18.30 18.00

鹿児島 0.12 4.78 2.70 3.81 △ 3.83 3.50 3.50

栃木 0.07 0.00 1.31 0.00 ○ 0.08 0.08 0.08

丸亀 2.60 23.55 15.42 7.70 ○ 12.85 12.00 11.00

合計 247.67 46.42 38.33 31.66 ○ 35.36 33.88 32.58

三田 538.76 544.56 595.00 607.25 × 606.00 600.00 600.00

鹿児島 4.24 1.55 1.51 1.70 × 1.50 1.50 1.50

栃木 11.71 17.84 17.78 19.53 × 16.38 17.00 17.00

丸亀 2.65 4.05 6.00 5.26 ○ 5.50 5.50 5.50

合計 557.36 567.99 620.29 633.74 × 629.38 624.00 624.00

評

価

有価物の削減
（t）

廃
棄
物
等
排
出
量
の
削
減

一般廃棄物の削減
（ｔ）

産業廃棄物の削減
（ｔ）

環

境

配

慮

型

製

品

開

発

・

生

産

二酸化炭素排出量の削減
（kg-CO2）

環境目標 拠点
基準年
(※)

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使用量の削減
（kWh）

ガソリン給油量の削減
（ℓ）
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※電力のＣＯ2排出係数（2022 年）：三田 0.351 kg-CO2/kWh、鹿児島 0.480 kg-CO2/kWh 

栃木 0.443 kg-CO2/kWh、丸亀 0.574 kg-CO2/kWh 

 

●化学物質使用量の把握 

基準年：三田 2005 年、鹿児島・栃木 2010 年、丸亀 2011 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 主な環境負荷の実績 

※2005 年度までは三田のみの実績、2010 年度より鹿児島・栃木を追加、2011 年度より丸亀を追加 

★二酸化炭素排出量（kg-CO2）の推移（全拠点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

実績 目標 実績 目標 目標 目標

三田 346,000 90,000 100,000 77,500 ○ 80,000 80,000 80,000

鹿児島 800 0 0 0 ○ 0 0 0

栃木 10,000 0 0 0 ○ 0 0 0

丸亀 13,750 15,000 10,000 1,000 ○ 0 0 0

合計 370,550 105,000 110,000 78,500 ○ 80,000 80,000 80,000

三田 3,441 946 900 878 ○ 878 870 870

栃木 301 432 430 425 ○ 427 425 420

丸亀 104 51 48 35 ○ 32 32 32

合計 3,846 1,429 1,378 1,338 ○ 1,337 1,327 1,322

評

価

コピー用紙使用量削減
（枚）

節水

（㎥）

省
資
源

環境目標 拠点
基準年
(※)

項目 拠点
基準年
※

2021年

　化学物質保管・排出・移動量
　（kg）

全拠点 991.77 206.13 217.89 ＋5.7％

　　　※保管量（kg） 全拠点 91.4 4.41 19.75 ＋347.8％

　　　※排出量（kg） 全拠点 877.77 201.71 198.11 ▲1.78％

　　　※移動量（kg） 全拠点 22.7 0 0 0%

2022年　※前年対比
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★水道使用量（ℓ）の推移（全拠点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★産業廃棄物排出量（t）の推移（全拠点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 廃棄物等排出量と排出割合（全拠点の集計を開始した 2011 年度と昨年 2022 年度の対比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■産業廃棄物 ■一般廃棄物 ■有価物 

 

 

 

 

 

全体量は 4.3％増加したが、廃棄物の減量と再資源化を実践 

「産業廃棄物」：排出量 104.4ｔ→31.7ｔ、排出割合 16.3％→4.7％へ 

「一般廃棄物」：排出量 4.4→2.2ｔ、排出割合 0.7％→0.3％へ 
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■ 環境活動の取組結果と評価 

環境目標 達成手段と取組結果 評価 

カーボンニュートラル社会実現を目指した、二酸化炭素排出量の削減 

電力の削減 

 

■蛍光灯、水銀灯の LED 化（全拠点で順次切替え） 

・三田工場 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鹿児島配送センター 

 

 

 

 

 
 

 

 

・北関東カレンダー物流センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

・丸亀商品センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでに引き続き、

新型コロナウイルス

の影響により夏季・冬

季のエアコン使用時

は同時に換気が必要

となる運用となった。 

その中でも、エアコン

設定温度の見回り、冷

暖房の適正使用に関

する呼びかけ、時期に

応じた手洗い温水器

のスイッチ OFF 等、

取組みの遵守と従業

員への節電意識の向

上に努める事が出来

た。来期には、デマン

ド監視システムや太

陽光発電【PPA モデ

ル】の導入を推し進

め、更なる電力削減を

行っていく。 

倉庫天井の水銀

灯・事務所蛍光

（2022 年 

12 月） 

センター内蛍光灯 約 450本（2021年 12月） 

倉庫内水銀灯

29 台 

（2022 年 

3 月） 

工場駐車場の 

水銀灯 9 本 

（2020 年 

4 月） 

工場内蛍光灯

約 3,000 本

（2015 年 

5～9 月） 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

電力の削減 

 

■冷暖房使用時の注意表示リニューアル＆季節の貼替 

・各フロア、区画毎に設置している冷暖房使用時の案内 

パネル（設定温度・入切可能温度 明示）を SDGs ロゴ

入りデザインへ変更、夏・冬用切替えは継続実施 

（5 月夏用・10 月冬用へ） 

 各拠点へも配布して同様に運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運用状況の定期見回り 

・設定温度、照明、手元スイッチ等の運用を見廻り、 

状況に応じてルール見直しや違反箇所への指導 

（秋期除く毎月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■蛍光灯間引き（2008 年度～、三田） 

・３Ｆ仕分場の夏季蛍光灯を間引き 

（36Ｗ42 本、2～8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間引いた蛍光灯は 

戻す時や次回以降の

効率を考えシールに

て明確化 

見回り作用負担軽減のため、22年度より 

各エアコンスイッチに識別番号を表示（三田） 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

電力の削減 

 

■直射日光遮断による室温上昇防止（栃木） 

・2F 倉庫の南側窓上部にブルーシート貼付 

事務所に面する 2F 廊下窓にブルーシート貼付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事務所に面している鉄板屋根上部に寒冷紗を設置 

事務所の窓へ遮光カーテン取付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■断熱シート・遮光フィルムによる空調効率改善（栃木） 

・2Ｆ倉庫の壁上部の窓へ断熱シート取付 

2F 倉庫の天窓へ遮光フィルム取付 

2F 倉庫の天窓へ遮光フィルム取付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■節水運動（鹿児島） 

 

・節水意識向上により 

地下水の汲み上げ 

ポンプに使用する 

電力を削減 

 

 

 

遮光フィルム： 

太陽熱 60％カット 

紫外線 80％カット 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

電力の削減 ■電力削減特別対策実施（2011 年度～、三田） 

・2011 年度デマンド削減チーム実施対策を継続 
 

～ 特別対策取組 ～ 

＜夏期＞ 

・屋外水銀灯 点灯時間短縮（12～9月） 

・各自販機 照明自動 OFF 

・トイレ便座、温水器 電源ＯＦＦ（5～11月） 

・冷蔵庫 最弱運転へ 
 

＜冬期＞ 

・トイレ換気扇 帰宅時、支障のない程度でＯＦＦ 

・3F オムニ未使用時シャッター閉鎖（空調効率 UP） 
 

＜通年＞ 

・2F 生産管理 原稿場未使用時、電源 OFF 

・事務所エアコン 帰社 15 分前 OFF 

・食堂エアコン 昼休憩終了 5 分前 OFF 

・各 PC モニター 照度を可能な範囲で DOWN 

 

■その他 取組事項 

・PPA 導入による自社発電実現へ向けての準備（三田） 

・デマンド監視システムの導入検討（三田） 

・エアコン室外ユニットの能力制御設定（デマンドピーク

カット設定使用、2020 年 9 月～） 

・事務所内エアコン使用時のサーキュレーター併用継続 

・不使用箇所、休憩時間、明るい場所のこまめな消灯継続 

・毎月のエアコンフィルター清掃（鹿児島） 

・冷暖房使用時の時間差稼動（タイマー設定）による 

デマンド削減（栃木） 

 

ガソリン・ 

軽油の削減 

■社用車の基準燃費設定と走行時燃費算出 

・社用車 2台の基準燃費設定と毎月の燃費算出（三田） 
エコドライブの定着

と電気リフト優先使

用により目標を達成

する事が出来た。来期

は、プロボックスから

燃費の良い社用車へ

の入替を検討し、更な

るガソリン使用量の

削減を図る。また 23

年度より三田ではプ

ロジェクトチームと

しての取組からは外

し現運用の継続と実

績管理へ移行する。 

➀アクア 

結果：平均 25.8km     

（昨対＋0.3km） 

 

 

 

 

 

 

②プロボックス 

結果：平均 15.7km 

（昨対▲0.2km） 

・社用車、トラック給油時の走行距離記録 

年間燃費の算出 

（各拠点） 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

ガソリン・ 

軽油の削減 

■エコドライブの実践 

・社用車、トラックへエコドライブステッカーを貼り意識

を向上（鹿児島は社用車の使用頻度が低いため 22 年度

より社員自家用車で対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■バッテリーリフトの優先使用（三田） 

・閑散期、電気リフトの優先使用呼びかけ継続 

・使用率の目標設定と実績記録 

電気リフトの使用割合を 

年間目標 61％へ（＋3.6％） 

結果：57.4％→59.5％へ 

（＋2.1%） 

 

 

 

■フォークリフトのガソリン節約（丸亀） 

・倉庫内作業時の使用を最小限に（リーチ優先使用） 
 

■製 1 名入の福永出荷継続（鹿児島） 

・福永印刷より名入カレンダーの出荷（2015年度～） 

 

灯油の削減 ■電気ストーブ使用による灯油使用量ゼロ（鹿児島） 

・ハロゲンヒーターの使用により灯油使用量ゼロを継続 

（2015 年度～） 

灯油ストーブの廃止

により年間使用量ゼ

ロを継続。 

環境に配慮した製品の開発・生産と設備増強 

再生材料使

用品の 

アイテム増 

（再生紙） 

 

■カレンダー用紙の環境対応用紙アイテム拡大 

・2022 年度再生紙使用アイテム数 19 点 

（2021 年度 21 点） 

 

※グリーン購入法適合 用紙採用（点数は上記に含む） 

・古紙パルプ 70％以上配合用紙「OK ﾌﾟﾘﾝｽ上質 

ｴｺｸﾞﾘｰﾝ」を新規で 2 商品へ採用（NK160・930） 

 

■無塩素漂白再生紙の使用拡大 

・2022 年度無塩素漂白再生紙 

59 点（2021 年度 61点） 

 

■植林木・森林認証材の使用拡大 

・2022 年度 植林木 57 点 

（2021 年度 59 点） 

森林認証材 83 点 

（2021 年度 83 点） 

23 年度、再生紙使用

アイテムは 2 点増の

21 点となった。無塩

素漂白紙（59 点）、植

林木（57 点）、森林認

証材（83 点）につい

ては昨年並みのアイ

テム数を採用決定。 

ステッカーは社内で

作成！（2012年） 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

再生材料使

用品の 

アイテム増 

（再生団扇

骨） 

■非再生 G 骨全てエコマーク骨へ移行継続 

・2022 年度団扇骨全数 

エコマーク骨で発注済 

客先指定の非エコマ

ーク骨が約2万本（環

境配慮材）あったが、

それ以外の団扇製作

数 23.6 万本は全数

エコマーク骨にて製

造を行えた。 

再生材料使

用品の 

アイテム増 

（エコ製本） 

■エコ製本のアイテム拡大 

 

・2022 年度エコ製本 190 点 

（2021 年度 186 点） 

23 年度はラインナ

ップ数の減少もあり、

8点減の182点を採

用決定。 

その他 

 

■卓上紙リング製本の本番採用 

・卓上紙リング製本 

5 点継続（NK526・ 

533・555・ 

6610・6616） 

 

 

23 年度は卓上 

紙リング製本商品 

5 点の採用を継続。 

SDGs レポートカレ

ンダーの採用も 3 年

間継続できており、生

産体制を確立できて

いる。 
■SDGs レポートカレンダー作成（2020 年度～） 

・社内 SDGs 関連取組を 

卓上 4 月始まりカレンダー 

を使って報告（12月作成） 

・社外向けにも SDGs 

レポートページの追加 

サービスを既製品で継続 

 （NK510・516） 

廃棄物等の発生抑制と分別排出による再資源化促進 

一般廃棄物

の削減 

■ペットボトルの廃棄ゼロ化（案内板設置） 

・自販機購入ペットボトルは専用リサイクル BOX へ 

・持ち込みペットボトルの持ち帰り（2011 年度～） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■一般・不燃ゴミの分別状況調査（三田） 

・清掃パートさんへ一般ゴミ廃棄内容ヒヤリング（毎月） 

→問題があれば全体朝礼等で報告し是正 

可燃ごみでは、閑散

期・繁忙期共にサンプ

ル計量値と実計量値

に大幅な差があるこ

とが判明した。実廃棄

量が少ない為、一般廃

棄物処理業者と実計

量での引き取りが可

能か検討を進め、今

後、実廃棄量に沿った

削減方法を模索して

いく。 

 

 

 

エコマーク入り 

パルプラリングを使用 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

一般廃棄物 

の削減 

■引取り量の実軽量化 

・引取り時の実計量開始（三田） 

 サンプル計量では本来の排気量 

が把握できないため、実軽量を 

実施して実態を調査 

 

・引取り時の実計量 

（2011 年度～、鹿児島） 

 

 

■「環境の日」の持込ゴミ持ち帰り 

・毎月 21 日の「環境の日」 

に持込ゴミ持ち帰り運動継続、 

全体朝礼等で呼掛け 

 

 

 

 

 

 

 

■エコキャップ回収運動 

（2009 年度～、三田） 

・エコキャップ推進協会への送付 

 は 2016 年度で終了、2017 年度 

より㈱姫路環境開発へ送付開始 

・2022 年度 年間送付数 58,984 個 

2009～2022 年 累計 465,186 個 

 

 

■一般・不燃ゴミの分別状況調査（三田） 

・清掃パートさんへ一般ゴミ廃棄内容ヒヤリング（毎月） 

→問題があれば全体朝礼等で報告 

 

■分別と有価物化 

・事務系オフィスクズを 

分別回収して再資源化へ 

（三田 1,100kg/年） 

 

 

 

 

■ペットフードの引渡し（三田） 

・賞味期限が近いペットフードの引渡し、 

ペットフード廃棄ゼロ（2011 年度～） 
 

■業者との契約引取量の定期見直し（可燃ゴミ、三田） 

・繁忙期契約引取量の再計量・再契約（9月） 

・閑散期契約引取量の再計量・再契約（1月） 

 

 

各事務所に設置 

毎月回収して計量 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

産業廃棄物 

の削減と 

有価物化 

■産廃バケットの分別状況見回りと従業員への周知 

 （秋期除く毎月、三田） 

 

・産廃・有価分別リストと 

照合し、分別間違いを是正 

・新たな分別手段の検討 

 

 

・廃プラバケットに CD の廃棄あり→混合物へ 

（日表課、4/19） 

・廃プラバケットにラップあり→有価ラップへ 

（オフセット課、4/19） 

・一部有価に回せるハトロン紙あり（5/26） 

・一部有価に回せる紙類あり（6/26） 

・5 月全体朝礼にて有価ラップの基準を説明 

・6 月全体朝礼にて有価紙屑の分別内容を説明 

 

■産廃の有価物化 

・パンチカス（3.1/年、三田） 

・金具付カレンダー、卓上カレンダー、小売カレンダー等

の紙ゴミ（58.5ｔ/年、三田） 

・ストレッチフィルム・PP バンド（5.1ｔ/年、三田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ダンボール、紙類の有価物化継続 

 …カレンダー残品、商品梱包材、カタログ、包装紙等 
 

 

毎月の産廃バケット

分別状況の確認によ

り、適正な分別が継続

出来ている。分別間違

い等が発生した場合

は、全体朝礼等で従業

員への周知を行い、す

ぐに間違いを是正で

きる流れが確立して

いる。今後も適正な分

別と産業廃棄物の有

価物への移行を拡大

していく。また来期に

は、他工場の廃棄物リ

サイクル業者の見学

を検討し、今後の活動

促進に繋げていく。 

 

 

 

 

パンチカス カレンダー残品 

ストレッチフィルム PP バンド 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

産業廃棄物 

の削減と 

有価物化 

■有価回収カゴの運用（2017 年度～、三田） 

 

・ガムテープ・ビニール 

テープが付いた紙や 

ハトロン、クラフト紙、 

剥離紙等の有価物化 

 

 

 

■カレンダー残品の減量と再利用（三田） 

・NK510 型卓上残品 25,000 冊の台座・封筒を分別し

て再利用（1,575kg） 

・NK474・475 残品 200 冊を分別してプラ台と U 字

リングを再使用（19.2kg） 

・NK481残品 560冊を分別してプラ台と化粧箱を再使

用（42.6kg） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■木くずの有価物化（栃木） 

 

・業者を選定し木製廃パレット 

の有価物化を継続 

 

 

 

■廃業の持ち込み処分（2019 年度～、鹿児島） 

・有価引取りできなくなった産廃（廃プラ、木パレット）

を自社トラックにて業者へ持ち込み処分 

年間 5 回実施（2～3月） 

 

 

 

 

卓上用台座 卓上用封筒 

NK474 プラ台 NK481 プラ台 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

有価物の 

増加抑制 

■有価ボックスの分別状況見回りと従業員への周知 

（秋期除く毎月、三田） 

・産廃・有価分別リスト 

 と照合して分別間違い 

を是正 

・有価ラップ保管時の 

圧縮を全体朝礼で周知 

・新たな削減手段の検討 

 

■カレンダー残紙の裏紙利用 

・残品カレンダー用紙 

658,400 枚分を断裁し 

再利用継続、各拠点・ 

得意先様へも送付（三田） 

 

 

 

 

■資材の再利用 

・納品時の緩衝材、ダンボール、小売加工分の封筒等を 

再使用継続（3.08t、三田） 

・小売加工分の封筒、ダンボール再利用継続 

（55kg、鹿児島） 
 

■カレンダー印刷用白紙用紙サイズの縮小（三田） 

（余白部分の削減を継続） 

・ユーライト 四六＜70＞→＜69＞へ 

＜90＞→＜89＞へ 

・雷鳥マットコート Z 四六＜70＞→＜69＞へ 

・NC 用紙 PEFC 四六＜67.5＞→＜66.5＞へ 

           ＜90＞→＜82.5＞へ 

・OK エンボスヌノメ 四六＜110＞→＜108＞へ 

・NK 暦上質 A＜43＞→＜42＞＜42.5＞へ 

A 倍＜86＞→＜84.5＞へ 

・NPI 上質 四六＜45＞→＜43.5＞へ 

・マリーコート L 半＜20＞→＜19.5＞へ 

※上記 11 種 9,794KR で年間使用量を 21.9ｔ削減 
 

■有価物内容調査と計量、処分方法の周知（丸亀） 

・鉄くず、PP バンド、ラップ、ダンボール、紙類の 

排出量と内容を把握して削減案を検討 
 

■印刷ミス・ロスの削減（栃木） 

・三田 名入加工部のミス・ロス対策の実施継続 
 

■完成品残品の削減 

・カレンダー残品量を基準年対比▲51.4％削減 

（基準年 2005年 75万冊、21 年対比▲3.5％） 

例年にない日表印刷

機やチャリンコの廃

棄、またカタログ残本

の廃棄が重なり、昨年

より有価物の排出量

が増加した。従業員へ

の分別についての案

内や、有価回収 BOX

の内容確認により、適

正に運用を行うこと

が出来ている。 

またカレンダーの再

利用として、カレンダ

ー残紙を、A4・B5・

B4 サイズに断裁し、

コピー用紙の代用と

して、三田工場・各拠

点で優先使用してい

る。来年度も取り組み

を継続しながら、更に

排出量全体として削

減していけるように

活動を続けていく。 

 

 

 

カレンダー残品等の裏面 

をコピー用紙として代用 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

省資源化の推進（含む節水） 

節水 ■ポスター・掲示物による節水意識の向上 

・掲示物のデザイン更新、前年度以前の活動を継続 

 …全体朝礼での依頼、アルバイトへの周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

■手洗い場の水圧調整 

・各手洗い場の水圧を絞って使用量を削減 

三田工場、各拠点共に 

節水意識の向上に繋

げられるようポスタ

ー・掲示物の貼り出し

を行っている。掲示物

の更新を定期的に行

い、高い節水意識を継

続していけるよう工

夫していきたい。 

 

コピー用紙 

使用枚数 

削減 

■印刷物の残紙利用 

（裏紙コピー用紙へ再利用、他拠点コピー用紙削減、 

地域貢献） 

・残品カレンダー用紙 1,007,244 枚分を断裁し、裏紙

として各拠点含め再利用、得意先様へも配布継続（三田） 

 

・三田市の多世代交流館、 

保育所へ裏紙の配布継続 

（22 年 5,000 枚） 

 

両面白紙のデッドス

トック用紙を新品コ

ピー用紙の代替えと

してペピイで利用し

新品コピー用紙使用

量削減に繋がってい

る。三田市の保育所や

コミュニティ施設な

どへの裏紙配布を継

続して実施し、地域貢

献として活動するこ

とが出来ている。 

社外の環境保全、啓蒙活動への積極的な参画 

社外環境 

ボランティ

ア活動への 

参画 

■「皿池湿原の守り人」活動継続 ～三田市～ 

（2017 年度～、三田） 

・6/17 活動に 7 名参加し、下草の刈込み作業（主に笹

刈り）と途中湿原の昆虫・生物・植物などの観察を実施 

 

 

 

 

 

「皿池湿原」のカレン

ダー制作、及び活動参

加 1 回は予定通り実

施することが出来た。 

コロナによる制限も

なくなり、今後も定期

的な活動への参加と

参加者の拡充を図る。

また来期には「皿池湿

原」の活動を中心に、 

その他での社外環境

活動も検討し、積極的

な活動を推し進めて

いく。 

 

SDGs ゴール 17 追

加、計 10 個に 

 

裏紙のお礼にお絵描きの 

写真をいただきました！ 

カタツムリ・ヒメタイコウチ等に遭遇 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

社外環境 

ボランティ

ア活動への 

参画 

・本年も「皿池湿原 4 月始まりカレンダー」を卓上カレ

ンダーにて作成、6 月活動時配布（6/17） 

 …卓上カレンダーは参加者、三田市担当者へ配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・3/17 活動に 5 名参加し、里山整備（倒木片付け他）

なめこ植え付け作業等を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■六甲グリーンベルト整備事業活動終了 

～NK の森（長田町）～（2010～2022 年度、三田） 

・新たな活動も増え当初の目的を 10 年間の活動で達成

したため、22 年度をもって活動を終了 

・年明け 1月末までに活動辞退届を提出、登録証の返却 

 

■三田市「三田さくら物語」活動への協力 

・三田市の活動へ協力し、ヤマザクラ苗の里親として種の

植え付けと玄関への棚設置（12 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皿池湿原で見られる生物や植物を各月の題材に！ 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

社外環境 

ボランティ

ア活動への 

参画 

■和歌山「東濱の森」にて植樹・間伐活動 

（2015 年度～） 

・東濱植林㈱様所有の「東濱の森」（和歌山県広川町） 

にて、ご指導の下、恒例の間伐作業や下草刈りを実施 

今年は両社 100 周年ということで記念植樹（銀杏の 

苗木 2 本）も実施（5/26） 

三田 21 名、本社 5 名、JP 様 1 名（計 27 名）参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テクノ会環

境保全委員

会への積極

的参加 

■テクノクリーンデー（毎月）・拡大クリーンデー 

（年 2 回）の実施（三田） 

その他テクノ環境保全委員会の取り決め事項の履行 

・テクノクリーンデー：毎月工場内「環境の日」に実施 

拡大クリーンデー：6 月・12 月実施済 

・各種取り決め事項を順次実施 

全件計画通り実施済

み。毎月 21 日工場内

「環境の日」のクリー

ンデー実施は 08 年

度から継続、従業員の

環境意識高揚へ繋が

っている。 

 

東濱植林・新日本ｶﾚﾝﾀﾞｰ 

両社 100周年記念植樹 
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■ その他の取組結果と評価 

環境目標 達成手段と取組結果 評価 

その他 

環境法令の

順守 

■法規制の変化に対する手順確立 

・現地審査時、審査員様へ情報確認実施（7 月） 
 

■法規制等登録簿への登録と対応 

・登録簿の作成と対応実施 
 

■法規制特定施設の届出実施と一覧の更新 

・騒音・振動規制法に該当する特定施設未届け分の調査 

・騒音・振動規制法、水質汚濁防止法の該当特定施設 

一覧表更新済 
 

■エアコン・冷却装置等の簡易点検（フロン排出抑制法） 

・四半期に 1 回の目視による室外機の簡易点検実施 

（17 年 8 月～、22 年度 5・8・11・2月に実施） 
 

■マニフェストを元に産廃の処理管理実施 

・産廃処理委託契約書・産廃業者許可証の有効期限切れ・

契約期間超過分、保管漏れ分の確認と入手（7 月） 
 

■「産廃管理票交付等状況報告書」を毎年 6 月に提出 

フロン排出抑制法に

基づき、四半期に一回

の目視による室外機・

冷却装置等の点検を

継続実施。 

また、23 年度に 4 年

振りに開催した活動

発表会においても、エ

アコン室内機やその

他の業務用冷凍空調

機器等に異常があっ

た場合の報告を改め

て依頼し、漏れなく点

検を行っていく。 

環境知識・ 

意識の向上 

■環境活動報告会開催（動画視聴） 

・今年はコロナ感染対策として動画による報告会を 

全従業員を対象に 3 年振りに開催 

・2022 年度個人目標宣言・エコクイズ実施、 

活動 15 周年記念品配布（折り畳み傘） 

今期より個人目標の振り返りも年度末に実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■SDGs 活動周知ポスター作製 

・三田工場従業員と来訪者向け SDGｓ活動の周知ポスタ

ーを作製（食堂と正面玄関の階段中 2 階へ設置、7 月） 

 

環境活動発表会は、コ

ロナ感染対策として

動画視聴による報告

会を全従業員対象に

3 年振りに開催した。 

日頃の取組みの成果

や今後のプロジェク

トチームからのお願

い事を伝え、従業員と

しっかり共有する事

が出来た。 

また SDGs を身近に

感じてもらえるよう

従業員と来訪者向け

に SDGs 活動の周知

ポスターを設置し、環

境意識の向上に繋げ

ることが出来ている。 

 

 

振返りシール貼付 

SDGｓをもっと身近に 

個人環境目標の掲示 
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環境目標 達成手段と取組結果 評価 

環境知識・ 

意識の向上 

■社内 SDGs ロゴ作成 

・三田工場独自の 18 番目の目標「私たちの SDGs をも

っと大きく育もう」を入れた社内ロゴを作成し、各掲示

物等へ表示 

 （7 月） 

 

化学物質の

管理 

■化学物質の使用量把握 

・化学物質に該当する商品の年間購入量調査（22 年 2 月

～23 年 1 月分） 

1 月棚卸時の保管量調査（2 月） 

全社 EA21 取得後

は、全社の使用量を把

握できている。 

有機溶剤の

削減 

■オフセット印刷課の有機溶剤使用量削減（三田） 

・IPA アルコールをインキ洗浄剤 A へ変更継続 
IPA アルコールの 

使用量ゼロを継続。 

（1１年 5 月～） 

包装簡素化 ■B2 製品の帯・バンド廃止 

・輪転・B2 製品についてムジ・名入・ユーザー直送に関

わらず、輪転品番・B2A 式透明テープの帯・バンドを

廃止、B2カブセ・B2A 式ガムテープの帯廃止 

引き続き既存対応を

継続して実施。今後も

包装の簡素化を意識

した作業を継続する。 

周辺環境 

整備 

■工場クリーンデーの開催（三田） 

・繁忙期前に全員参加で工場内の整理・片付け（8 月） 
 

■工場則面の草刈り・植木剪定の実施（三田） 

・草刈り（6・8・12月）、植木剪定（2・3月）実施 
 

■工場周辺の草木整備（鹿児島） 

・年間 7 回（4・6・7・8・9・10・1 月）の草木整備実施 

終日全従業員で工場

内の清掃と繁忙期へ

向けて現場の整理整

頓を実施。 

環境関連 

設備の改善 

■汚水処理施設の設備更新（三田） 

・活性炭吸着塔・濾過塔内消耗品交換（8・1 月） 
業者による設備の定

期点検や消耗品交換

を年1回行えている。 

事故・災害へ

の準備と 

訓練 

■訓練の定期実施 

・避難・消火訓練実施（6/1、三田） 

 消火訓練実施（6 月順次、鹿児島・栃木・丸亀） 

・異常水発生時対応訓練・低圧漏電時の対応訓練・汚水処

理設備自動停止時の対応訓練を実施（6/27、三田） 

・緊急時手順書の整備（6/27、三田） 

各種訓練実施に伴い、手順書の見直し修正 

 

各種訓練実施済み。避

難・消火訓練について

は消防署立会いの基、

全従業員対象に実施。 

内部監査の

実施 

■内部監査員による内部監査の実施継続 

・各課より選出された内部監査員 6 名により内部監査を

実施（4/12） 

 各拠点は事務局主導で実施（6/22） 

・各部の取組状況確認、新たな取組案の検討 

・化学物質を扱う現場での SDS 保管認識、３Sの強化 

4 月に内部監査を実

施。監査での指摘事項

については各プロジ

ェクトチームへ落し

込み是正処置。 

18 番目の目標入り 
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■ 運用プロジェクトの年間行事 

日付 活動実績 

22 年 4 月 第 1 回ＥＡ２１運用プロジェクト全体ミーティング開催（4/26） 
（環境管理責任者・環境管理事務局 3 名（内 2 名下記ﾁｰﾑ兼任）・ 

Ａﾁｰﾑ 4 名・Ｂﾁｰﾑ 2 名・Ｃﾁｰﾑ 3 名・E ﾁｰﾑ 2 名・鹿児島 1 名・栃木 1 名・丸亀 1 名  計 18 名） 

22 年 5 月 「東濱の森」100 周年記念植樹＆間伐＆草刈作業 in 和歌山 開催（5/26） 

第 2 回ＥＡ２１運用プロジェクト全体ミーティング開催（5/31） 

コロナウイルス感染予防のため、昨年に続き下記イベントの中止を決定 

・SAN スポ（6・12月） ・ECO 検定受検（7 月） 

22 年 6 月 三田 避難・消火訓練実施（6/1）…各拠点でも消化訓練を順次実施 

「産業廃棄物管理票交付等状況報告書」提出 

22 年 7 月 第 3 回ＥＡ２１運用プロジェクト全体ミーティング開催（7/6） 

エコアクション 21中間審査（三田にて）（7/21・25） 

22 年 8 月 第 4 回ＥＡ２１運用プロジェクト全体ミーティング開催（8/4） 

22 年 9 月 ＥＡ21 動画視聴による活動報告会実施（9/1）…各拠点へもデータを送信して視聴 

2022 年度「個人目標宣言」実施（全従業員） 

2022 年度 環境経営レポートの掲示（全拠点の掲示板・会社 HP 等） 

第 5 回ＥＡ２１運用プロジェクト全体ミーティング開催（9/2） 

22 年 1 月 第 6 回ＥＡ２１運用プロジェクト全体ミーティング開催（1/30） 

22 年 2 月 第 7 回ＥＡ２１運用プロジェクト全体ミーティング開催（2/28） 

23 年 3 月 第 8 回ＥＡ２１運用プロジェクト全体ミーティング開催（3/27） 

23 年 4 月 三田 内部監査実施（4/12）…各拠点も事務局対応にて順次実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運用プロジェクトチームメンバー 

事務局        三田Ａﾁｰﾑ：電力削減   三田Ｂﾁｰﾑ：省資源・一般廃棄物削

減 

 

 

 

 

三田Ｃﾁｰﾑ：廃棄物等削減         三田Ｅﾁｰﾑ：社外環境保全活動 

 

  

 

 

 

鹿児島配送センター      KCB センター     丸亀商品センター 
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自宅で「グリーンカーテン」に挑戦!! 

～工場内で育てた「苗ポット」プレゼント企画～ 

種まき後、すぐ

に芽がでたよ！ 

ぐんぐん大きく

なってきたよ☆ 

 

た～発芽その

① 

～発芽その① 

種まき 

その② 
発芽 

2023 Summer

成長 その①

ゴーヤ 

成長 その②

きゅうり 
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苗ポット配布～自宅での成長の様子 

「ｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝ」の 

効果は▲4℃だよ 

収穫した野菜で 

「地産地消」にも貢献 

配布の準備 

お持ち帰り下さい 

ご自由に 

自宅で育成中① 

インゲン豆 

きゅうり 

自宅で育成中② 

自宅で育成中③ 

つるむらさき 
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■ 環境関連法規制等の遵守状況 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 
摘要される法規制 適用される施設等 摘要事業所 

消防法 

（危険物） 

ガソリン、油性インキ 三田 

ガソリン、油性インキ 栃木 

ガソリン 丸亀 

消防法 

（指定可燃物） 

製品在庫 三田 

PRTR 法 第 1 種指定化学物質 全拠点 

廃棄物処理法 産業廃棄物（鉄くず・廃プラ・紙くず・混合物・汚泥・ 

ウエス・産廃カレンダー） 
三田 

産業廃棄物（廃プラ・産廃カレンダー） 鹿児島 

産業廃棄物（鉄くず・廃プラ・紙くず・混合物・ウエス・ 

産廃カレンダー） 
栃木 

産業廃棄物（鉄くず、廃プラ、混合物） 丸亀 

騒音規制法 オフセット印刷機、チャリンコ、カプリ、コンプレッサー 三田（三田市） 

オフセット印刷機、チャリンコ、カプリ、エアコン室外機、 

グラインダー 
三田（兵庫県） 

エアコン室外機 鹿児島 

チャリンコ、エアコン室外機、コンプレッサー 栃木 

振動規制法 オフセット印刷機、カプリ、コンプレッサー 三田 

コンプレッサー 栃木 

労働安全衛生法 有機溶剤 三田 

フロン排出抑制法 業務用エアコン、チャリンコ用冷却装置、 

コンプレッサー用エアドライヤー、スポットクーラー 
三田 

スポットクーラー 鹿児島 

業務用エアコン、チャリンコ用冷却装置、スポットクーラー 栃木 

スポットクーラー 丸亀 

      ※ｶﾌﾟﾘ：半自動社名刷込機、ﾁｬﾘﾝｺ：手動社名刷込機 

環境関連法規制等の順守評価の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱は有りませんでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。 
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■ 2022年度 活動総括と 2023年度（来年度）取組 

  ～代表者による全体の評価と見直し・指示～ 

 

22 年度はお蔭さまで当社創業 100 周年を迎える事が出来ました。偏にステーク 

ホルダーの皆様の支えが有っての事と存じます。本当に有難うございます。 

環境活動においては昨年の本書で述べさせて頂きました通り、中期環境活動計画の 

柱である『サステナブルな環境活動の構築』を意識した運営が行えたと評価しています。 

環境方針に基づいた従来の諸活動以外にも SDGｓの取組みを周知する大型ポスター

の作製、SDGｓ啓発用社内ロゴの作成、我々が進めている環境活動と SDGs との関連 

付け、動画視聴による環境活動発表会試験運用、事業所４拠点全てでの照明 LED 化の 

完了、等も行えました。 

しかし、マスク着用や酷暑もあってCO2排出量の削減目標は未達成（昨年比 105％）

となりました。引続き 23 年度も酷暑が予想されていますので、導入に向け調査を開始

しましたオンサイト PPA の稼働についての結論を出すつもりにしています。 

22 年度活動詳細については、本レポートに記載している通りでございます。 

 

23 年度はスポーツイベントや社外環境活動により多くの従業員が参加出来る工夫を 

施して、プロジェクトメンバーも従業員も皆が『より新鮮な気持ちで』環境活動に 

関われる環境作りを行う予定です。 

そうした中で新型コロナ５類移行に伴って４年振りに皆が一堂に会する活動発表会が

６月に開催されるのも楽しみのひとつです。 

  また、昨年度に SDGｓ17 番目の目標に繋がる活動が立ち上がり、これで 10 個の 

目標と関わる活動になりましたが、23 年度は環境経営方針にも SDGｓと環境活動の 

関連性を明記し、より SDGｓとの関連付けを持たせた活動を実践して参ります。 

 

最後に 23 年度を迎えるにあたって、我々はあらためて自然の大きさと営みに敬意と

感謝を示し、これからも持続可能な社会の実現に貢献出来ますように引続き鋭意努力し

てまいります。 

 

代表者   奥村  豊 

 

 

 

 環境経営方針           変更なし      変更あり 

 環境経営目標・計画       変更なし      変更あり 

 実施体制他           変更なし      変更あり 

 

 

✔

  ✔

  ✔ 



p. 29 

 

 

 

 

 


